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 特定改造自動車の諸元等の軽自動車検査ファイルへの記録方法について 

 

１．書類等の提出 

    特定改造自動車のエネルギー消費効率相当値の算定実施要領（平成２１年国土交通省告示第

９３３号）に基づき特定改造自動車に係る燃費値の算定を受けた自動車製作者等は、次に掲げ

る書類等を軽自動車検査協会（以下「軽検協」という。）に提出願います。 

なお、下記（１）（２）については、格納されているデータファイルを電子メールにて軽検

協へ送信することとします。また、ＣＤによる提出も可能とします。 

 （１）諸元ＣＤ等登録依頼書（別紙１による。） 

 （２）データファイル 

軽検協への電子メール送信アドレス（非公開）：densanshitu-hd@keikenkyo.or.jp 

２．処理 

 （１）軽検協は、前項により随時提出のあった書類等により入力データチェック処理を行い、その

結果及び諸元登録希望日の対応可否を原則として書類等の提出があった日以降に自動車製作者

等に連絡します。なお、自動車製作者等の諸元登録希望日に対応できない場合は、代替日

を連絡します。 

 （２）自動車製作者等は、誤りがあった場合は、直ちに誤りを修正したデータファイル又はＣＤを

軽検協に提出し、再度、入力データチェックを受けて下さい。 

    なお、入力データチェック処理結果の内容に誤りがない場合においても、軽検協まで連絡願

います。 

 （３）軽検協は、原則として入力データに誤りがないことの連絡を業務日の午前中に受けたときは

連絡を受けた日のオンライン業務終了後、それ以外の場合は連絡を受けた日の翌業務日のオン

ライン業務終了後に諸元マスタファイルを更新いたします。 

 （４）燃費値を算定した特定改造自動車についての、軽検協事務所、支所又は分室での新規検査申

請書の受付については、諸元マスタファイルを更新した日の翌日から可能となります。 

（５）自動車製作者等、国土交通省自動車局車両基準・国際課及び当協会における申請等の流れは

別紙２のとおりとなります。 

３．排ガス適合コード 

  「自動車型式認証実施要領について（依命通達）」（平成１０年１１月１２日付け自審第１２５

２号）別添自動車型式認定実施要領附則３「自動車排気ガス規制の識別記号」による。 
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４．データファイル（諸元ファイル）の作成要領 

  諸元ＣＤの作成要領は、下記のとおりです。 

（１） ＣＤの条件（ＣＤにより提出する場合のみ） 

表１．１ ＣＤの条件一覧 

項目 

ファイル名 

（ＩＤ） 

使用可能媒体 

 

 

フォーマット形式 

 

 

ボリューム

ラベル 

ファイル

形式 

コード体系 

ヘッダ部 データ部 

諸元 

（KSFTSF99） 

注１ 

ＣＤ－Ｒ 

ＣＤ－ＲＷ 

マスターディスク

形式 

任意 テキスト

形式 

注２ 

シフト 

ＪＩＳ 

シフト 

ＪＩＳ 

注１ ファイル名に拡張子は付けません。 

注２ エディタについては規定しませんが、テキスト形式で格納（作成）してください。 

（２）データの条件 

 表２．１ データの条件一覧 

ファイル名 

（ＩＤ） 

最大レコード

長 

最大レコード

件数 

ＡＮＫ

データ 

漢字 

データ 

カラム 

固定 

拡張子 改行 

諸元

（KSFTSF99

） 

１３０バイト 

注３ 

９３３８件 有り 無し 有り 

 注４ 

無し ＣＲ＋ＬＦ 

（２バイ

ト） 

注３ 最大データ長（１２８バイト）＋改行（２バイト） 

注４ 型式、原動機型式、車台番号ヘッダー部については無し 

  

（３）諸元データ 

 表３．１ 

 ①レコードフォーマット 

ア 管理レコード 

レコード

番号 

区

切

り 

ファイル名 区

切

り 

承認日 区

切

り 

作成者名 未使用 

０００１ △ ＫＳＦＴＳＦ９９ △ ＹＹＭＭＤＤ △  △～△ 

1    4  5  6        13 14 15               20 21 22         41 42          128 

ａ 承認日は、西暦下２桁及び月日を入力します。（西暦２００４年は０４） 

ｂ 作成者名は、作成者側で任意に設定します。（最大半角２０文字） 
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イ データレコード 

データレコード１ 

レ

コ

｜

ド

番

号 

－ 更

新

指

示 

車

種 

△ 型

式

指

定

番

号 

類

別

区

分

番

号 

定員  △ 排気量 積載量 △ 車

両

重

量 

長

さ 

幅 高

さ 

△～△ 

定

員

１ 

定

員

２ 

種

別 

排

気

量 

積

載

量

１ 

積

載

量

２ 

1  4  5  6～7     10      16～19   23～24     26     32～35    40     45～48  52～54 

       8～9    11～15    20～22     25    27～31   36～39  41～44   49～51   55～128 

 

データレコード２ 

レ
コ
ー
ド
番
号 

Ｃ 軸   重 △ 00 車
体
の
形
状
コ
ー
ド 

車
名
コ
ー
ド 

燃
料
コ
ー
ド 

排
出
ガ
ス
適
合
コ
ー
ド 

標
板
コ
ー
ド 

燃
費
値 

変
速
機
区
分 

派
生
区
分 

前
々
軸
重 

前
後
軸
重 

後
前
軸
重 

後
々
軸
重 

1   4   5   6～9      14～17       22        25～27      31～32     36～37      42  43 

                10～13      18～21    23～24       28～30     33～35     38～41 

 

最
高
出
力 

駆
動
方
式 

原
動
機
の
位
置 

事
業
用
の
適
否 

Ｎ
Ｏ
ｘ
規
制
区
分 

排
ガ
ス
測
定
モ
ー
ド 

排
ガ
ス
Ｎ
Ｏ
ｘ
値 

Ｐ
Ｍ
値 

Ｊ
Ｃ
０
８
燃
費
値 

派
生
区
分
２ 

Ｗ
Ｌ
Ｔ
Ｃ
燃
費
値 

△
～
△ 

44～47      49    50   51    52  53～57      63～67 68      74～128 

        48                              58～62          69～73 

データレコード３ 

レコード番号 Ｃ 型式／原動機型式／車台番号ヘッダー部／ 

1           4  5  6                                             128 

ａ 各レコードの項目説明は、②－１～４を参照してください。 

ｂ 型式、原動機型式、車台番号ヘッダー部の間の／は必ず入力してください。 

ｃ データレコード３の最終には、必ず／を入力してください。 

ｄ データレコード１，２，３が１諸元情報であり、入力順は必ずデータレコード１，２，３の順で

入力してください。 

ウ ファイル終了レコード 

ファイル終了表示 未  使  用 

ＥＮＤ △   ～   △ 

1               3  4                       128 

ａ このレコードは、ファイルの最終に必ず入力してください。 
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 ②レコード項目一覧 

②－１ 管理レコード 

項 番 項  目 バイト 属 性 内  容 

１ レコード番号 4 CHAR ‘０００１’を設定する。 

２ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

３ ファイル名 8 CHAR ‘ＫＳＦＴＳＦ９９’を設定する。 

４ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

５ 承認日 6 CHAR 

‘ＹＹＭＭＤＤ’を設定する。 

・ＹＹ：西暦下２桁 

・ＭＭ：月        

・ＤＤ：日 

６ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

７ 作成者名 MAX20 CHAR 
作成元で任意に設定する。 

（スペースはエラーとなる。） 

 ８ 未使用  CHAR 未使用‘△～△’（スペース）を設定する。 

※ 項番８を設定（スペース）しないで、項番７入力後に改行でも可能とする。 
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②－２ 諸元更新データレコード１ 

項 

番 
項  目 バイト 属 性 内  容 

１ レコード番号 4 CHAR ‘ファイル内の一連番号’を設定する 

２ 継続指示 1 CHAR ‘―’を設定する。 

３ 更新指示 2 CHAR 

処理単位により、以下のモードを設定する 

‘ＩＮ’：追加指示 

‘ＤＥ’：削除指示 

‘ＵＰ’：変更指示 

４ 車種 2 CHAR 

‘ＸＸ’を設定する。 

０４：貨物 

０５：乗用 

５ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

６ 型式指定番号 5 CHAR 
改造車等燃費算定番号を 

90000～99999の範囲で設定する。 

７ 類別区分番号 4 CHAR 
改造車等区分番号を 

0001～9999の範囲で設定する。 

８ 
定

員 

定員１ 3 CHAR 
乗用車は‘０００’を設定する。 

貨物車は普通の状態の定員数を設定する。 

定員２ 2 CHAR 

乗用車は‘００’を設定する。 

貨物車は乗車装置を最大にした時の定員数を

設定する。 

（設定の範囲は、００～９９であり定員が変わ

らない車については、００を設定する。） 

９ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

１０ 

総

排

気

量 

種別 1 CHAR ‘０’（固定）を設定する。 

排気量 5 CHAR 
１０cc又は１０Ｗ単位で設定する。 

（00000～09999） 

１

１ 

積

載

量 

積載量１ 4 CHAR 

普通の状態の積載量を１０㎏単位で設定する。 

（該当なしの車は‘0000’） 

 

積載量２ 4 CHAR 

乗車装置を最大にした時の積載量を１０㎏単

位で設定する。 

（積載量が変わらない車は‘0000’） 
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項 番 項  目 バイト 属 性 内  容 

１２ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

１３ 車両重量（上限） 4 CHAR １０kg単位で設定する。（0000～9999） 

１４ 長さ 4 CHAR ‘００００’（固定）を設定する。 

１５ 幅（上限） 3 CHAR 
１cm単位により０００～９９９の範囲で設定

する。 

１６ 高さ（上限） 3 CHAR 
１cm単位により０００～９９９の範囲で設定

する。 

１７ 未使用  CHAR 未使用‘△～△’（スペース）を設定する。 

※ 項番１７を設定（スペース）しないで、項番１６入力後に改行でも可能とする。 
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②－３ 諸元更新データレコード２ 

項 番 項  目 バイト 属 性 内  容 

１ レコード番号 4 CHAR ‘ファイル内の一連番号’を設定する 

２ 継続指示 1 CHAR ‘Ｃ’を設定する。 

３ 
軸

重 

前々軸重 4 CHAR ‘００００’（固定）を設定する。 

前後軸重 4 CHAR ‘００００’（固定）を設定する。 

後前軸重 4 CHAR ‘００００’（固定）を設定する。 

後々軸重 4 CHAR ‘００００’（固定）を設定する。 

４ スペース 1 CHAR ‘△’（スペース）を設定する。 

５ 未使用 2 CHAR ‘００’（固定）を設定する。 

６ 車体の形状コード 3 CHAR ③コード一覧参照 

７ 車名コード 3 CHAR 数字３桁で設定する。 

８ 燃料コード 2 CHAR ③コード一覧参照 

９ 排出ガス適合コード 3 CHAR 

排出ガス識別記号を設定する。 

（２桁以下のものは左詰めとし、右は△（スペ

ース）を設定する。） 

１０ 標板コード 2 CHAR 

‘ＸＹ’を設定する。 

   Ｘ ４（固定） 

      １：１枚 

   Ｙ 

      ２：２枚 

１１ 
燃費値（10・15） 

（注１） 
4 CHAR 

‘ＸＸＸＸ’を設定する。 

燃費値がある場合00.1～99.9の範囲で設定す

る。１，２，４桁目＝０～９の数字 

   ３桁目    ＝小数点 

設定しない場合： 

‘△△△△’（スペース４桁） 

または、‘－△△△’ 

１２ 
変速機区分 

（注１） 
1 CHAR 

‘Ｘ’を設定する。 

オートマチック及び無段変速機：Ａ  

マニュアル         ：Ｍ 

その他  ：△（スペース） 

１３ 派生区分 1 CHAR 

‘Ｘ’を設定する。 

乗用車派生：Ｊ 

その他  ：△（スペース） 

１４ 最高出力 4 CHAR ‘００００’（固定）を設定する。 

１５ 駆動方式 1 CHAR 
‘２’（固定）を設定する。 
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項 番 項  目 バイト 属 性 内  容 

１６ 原動機の位置 1 CHAR ‘２’（固定）を設定する。 

１７ 事業用の適否 1 CHAR ‘１’（固定）を設定する。 

１８ 
ＮＯｘ・ＰＭ規制区分

（注２） 
1 CHAR 

‘Ｘ’を設定する。 

‘△’（スペース）でも可 

１９ 
排ガス測定モード 

（注１） 
1 CHAR 

‘Ｘ’を設定する。 

‘１’：１０・１５＋１１ 

‘３’：ＪＣ０８Ｈ＋ＪＣ０８Ｃ 

設定しない場合：△（スペース）を設定する。 

２０ 排ガスＮＯｘ値 5 CHAR 
‘ＸＸＸＸＸ’を設定する。 

‘△△△△△’（スペース）５桁でも可 

２１ ＰＭ値 5 CHAR 
‘ＸＸＸＸＸ’を設定する。 

‘△△△△△’（スペース）５桁でも可 

２２ 燃費値（ＪＣ０８） 

（注１） 

5 CHAR ＪＣ０８モード燃費値を設定する。 

燃費値がある場合：00.01～99.99の範囲で設定 

１、２、４桁目＝0～9の数字 

３桁目    ＝小数点 

５桁目    ＝0～9の数字もしくは△ 

※00.1△～99.9△形式での設定も許容する。 

※上記に加え「算定済み」を表す‘00.00’ 

 の設定も可能 

設定しない場合： 

‘△△△△△’（スペース５桁） 

または、‘－△△△△’ 

２３ 派生区分２ 

（注１） 

1 CHAR ‘Ｘ’を設定する。 

構造Ａ（乗用車派生）：Ｊ 

構造Ｂ１      ：Ｖ 

構造Ｂ２      ：Ｔ 

設定しない場合   ：△（スペース） 

２４ 燃費値（ＷＬＴＣ） 5 CHAR ＷＬＴＣモード燃費値を設定する。 

設定方法は「燃費値（ＪＣ０８）」と同様 

２５ 未使用  CHAR 未使用‘△～△’（スペース）を設定する。 

注１ 項番１１、１２、１９、２２、２３は、燃費関連項目として低燃費判定に使用する。項番１１

もしくは項番２２に有効な燃費値が設定されている場合は、燃料がガソリンのみとする。貨物自

動車は、項番１２については、‘Ａ’もしくは ‘Ｍ’のみを有効とする。 

なお、項番１１、１９、２２への値設定ルールは燃費算定番号の区分（10･15用かJC08用か）

やJC08燃費値の算定状況により組合せが異なるため、下表（次ページ）にて補足する。 

注２ 附則１３自動車の諸元等の自動車登録ファイル等への記録方法と同じ内容で設定する。 

注３ 項番２５ならびに項番２４を設定しないで改行も可能とする。 
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＜補足：排ガス測定モードと燃費値の設定ルール＞ 

燃費算定

番号区分 

JC08 

燃費値 

設定値 

排ガス測定モード*2 燃費値(10･15) 燃費値(JC08) 燃費値(WLTC) 

10･15用 算定未了 ‘1’か'△'を設定 燃費値を設定 設定しない*1 設定しない*1 

算定済み ‘3’か'△'を設定 燃費値を設定 00.00 設定しない*1 

JC08用 ‘3’か'△'を設定 設定しない*1 燃費値を設定 燃費値を設定 

可能 

WLTC用 '△'を設定 設定しない*1 燃費値を設定 

可能 

燃費値を設定 

*1：実際には半角ハイフン、半角スペースを規定に沿って設定する。（表②－３参照） 

*2：排ガス測定モードについて、平成28年4月1日以降は低燃費判定に使用されなくなる。そのため、

従前の設定値に加え、△（スペース）の設定も可能とする。 

 

②－４ 諸元更新データレコード３フォーマット 

項 

番 
項  目 バイト 属 性 内  容 

１ レコード番号 4 CHAR ‘ファイル内の一連番号’を設定する。 

２ 継続指示 1 CHAR ‘Ｃ’を設定する。 

３ 型式 MAX15 CHAR 
‘型式の具体名’を設定する。 

（英数字と‘－’‘・’が設定できる。） 

４ 区切り１ 1 CHAR ‘／’を設定する。 

５ 原動機型式 MAX24 CHAR 
‘原動機型式の具体名’を設定する。 

（英数字と‘－’‘・’が設定できる。） 

６ 区切り２ 1 CHAR ‘／’を設定する。 

７ 車台番号ヘッダー部 MAX18 CHAR ‘＊’を設定する。 

８ 終了表示 1 CHAR ‘／’を設定する。 

 ９ 未使用  CHAR 未使用‘△～△’（スペース）を設定する。 

※ 項番９を設定（スペース）しないで、項番８入力後に改行でも可能とする。 

 

②－５ ファイル終了レコード 

項 

番 
項  目 バイト 属 性 内  容 

１ ファイル終了表示 3 CHAR ‘ＥＮＤ’を設定する。 

 ２ 未使用 125 CHAR 未使用‘△～△’（スペース）を設定する。 

※ 項番２を設定（スペース）しないで、項番１入力後に改行でも可能とする。 
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③コード一覧 

ア 車体の形状コード 

区分 車体の形状 コード 

 

乗用自動車 

箱型 ００１ 

幌型 ００２ 

ステーションワゴン ００３ 

 

 

貨物自動車 

ボンネット ０１１ 

キャブオーバ ０１２ 

バン ０２１ 

ダンプ ０２２ 

ピックアップ ０２３ 

 

 

イ 燃料コード 

燃料の種類 コード 

メタノール ０１ 

ガソリン ０２ 

軽油 ０３ 

ＬＰＧ ０４ 

灯油 ０５ 

電気 ０６ 

ガソリン・ＬＰＧ ０７ 

ガソリン・灯油 ０８ 

ＣＮＧ ０９ 

その他 １０ 

ＬＮＧ １１ 

ＡＮＧ １２ 

圧縮水素 １３ 

ガソリン・電気 １７ 

ＬＰＧ・電気 １８ 

軽油・電気 １９ 

なし ９９ 
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諸元ＣＤ等登録依頼書 

 

 

軽自動車検査協会 あて 

 

会社名 

依頼年月日 年  月  日 
担当部署名 

及び担当者名 

 

担当部署連絡先電話番号  入力データ数 件 

ＣＤ枚数 

（電子メールでの提出の際

は記入不要） 

枚 諸元登録希望年月日  年  月  日 

改造車等燃費算定番号 

改造車等燃費区分番号 

決 裁 日 

 

 

 

1. 

ＣＤ等受領者名 
 

2-1. 

チェック処理日 
年  月  日 

2-2. 

担当者名 
 

3-1. 

リスト交付日 
年  月  日 

3-2. 

リスト交付者名 
  

3-3. 

チェック結果 
更新可 更新不可 

3-4. 

連絡者名 
 

3-5. 

対応者名 
 

4-1. 

マスタ情報更新月日 
年  月  日 

4-2. 

担当者名 
 

5-1. 

ＣＤ返却日 

（電子メールでの提出の際は記入不要） 

年  月  日 

5-2. 

受領者名（電子メールで

の提出の際は記入不要） 

 

6. 

備考 
 

（注）太線の枠内のみを記入すること。                       （日本産業規格A列4番） 
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 特定改造自動車の燃費算定から軽自動車検査業務 

電子情報処理システムへの燃費算定番号の入力まで 

国土交通省自動車局 

車両基準・国際課 
メーカー 

① 

② 

③ ⑤ ④ 

軽検協 

⑥ 

軽自動車検査業務 
電子情報処理システム 

➀メーカーより国土交通省自動車局車両基準・国際課へ特定改造自動車のエネルギー消費効率相当値

の申請 

➁車両基準・国際課からメーカーへ特定改造自動車の算定番号の通知 

➂車両基準・国際課から軽検協へメーカーに通知した算定番号の送付 

➃メーカーから軽検協へデータファイルフォーマットチェックの依頼をメール又はＣＤで行い、軽検協にお

いてフォーマットチェックを行いメーカーへエラーの有無を通知 

➄メーカーから軽検協へ通知を受けた算定番号及び諸元をデータファイルにて登録を申請 

➅メーカーから依頼のあったデータファイルを軽自動車検査業務電子情報処理システムの諸元マスタに

登録 


